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指示があるまで開いてはいけません。

Ⅰ類Ａ 土木

注　意
1�．問題と解答用紙は別になっています。必ず解答用紙に解答してください。

２�．問題は、【Ⅰ】、【Ⅱ】の２題あります。そのうち１題を選択して解答してくだ

さい。

３�．【Ⅰ】、【Ⅱ】は、それぞれ、小問1～３に分かれています。選択した【Ⅰ】あ

るいは【Ⅱ】の小問１～３の全てに答えてください。小問1は、【Ⅰ】と【Ⅱ】

で別々で、小問２と小問３は、【Ⅰ】と【Ⅱ】で同一です。

４�．問題のページは、次のとおりです。

項目 小問１ 小問２ 小問３
【Ⅰ】 １ページ

３ページ ４ページ
【Ⅱ】 ２ページ

摘要 小問1は、【Ⅰ】と
【Ⅱ】で別々です。

小問２は、【Ⅰ】と
【Ⅱ】で同一です。

小問３は、【Ⅰ】と
【Ⅱ】で同一です。

５�．解答時間は２時間30分です。

６�．解答に当たっては、解答用紙の表紙に記載された注意をよく読んでください。

７�．この冊子は持ち帰ることができますが、解答用紙は絶対に持ち帰らないで

ください。



【Ⅰ】－小問１
　このページは【Ⅰ】－小問１の問題です。この問題と

　次のページの【Ⅱ】－小問１のうち片方を選択して解答してください。

水理学に関する次の問いに答えよ。

（1）　マニングの公式について説明せよ。

（２）　管水路に関する次の問いに答えよ。ただし、計算の過程も示すこと。

（ア）　内径200ｍｍの円管が内径400ｍｍに急拡しており、流量0.0628ｍ３/ｓで

水が流れているとき、急拡による損失水頭を求めよ。ただし、円周率πは3.14、

重力加速度ｇは9.8ｍ/ｓ２とする。

（イ）　下の図のように、急拡管を２段階に拡大させると1段階の場合よりも損失

水頭を小さくできる。損失水頭を最小にする中間の管の内径Dを内径D1及び

D２を用いて示せ。
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【Ⅱ】－小問１
　このページは【Ⅱ】－小問１の問題です。この問題と

　前のページの【Ⅰ】－小問１のうち片方を選択して解答してください。

土質工学に関する次の問いに答えよ。

（1）　ＣＢＲについて説明せよ。

（２）　下の図のように、ある土の円柱形供試体にσ３＝120ｋＮ/ｍ２の側圧を作用さ

せたまま、軸方向応力σ1＝420ｋＮ/ｍ２をかけたとき、供試体は水平面に対し

てα＝60°のすべり面で破壊した。このとき、次の問いに答えよ。ただし、計

算の過程も示すこと。

（ア）　モールの応力円とクーロンの破壊線を描け。

（イ）　円柱形供試体材料のせん断抵抗角（内部摩擦角）φと粘着力cを求めよ。

（ウ）　すべり面に働く垂直応力σαとせん断応力ταを求めよ。
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　小問２は、【Ⅰ】と【Ⅱ】で同一で、必須解答です。

　

構造力学に関する次の問いに答えよ。ただし、計算過程も示すこと。

（1）　下の図のように、直径D＝100 cｍの短柱である円柱の図心軸ｘ－ｘと直交す

る図心軸ｙ－ｙとの交点Oから図心軸ｘ－ｘ上に偏心距離eの点Cに、P＝94.2

ｋＮの圧縮力が作用するとき、次の問いに答えよ。ただし、断面二次モーメン

トは I＝πD
４

64 であり、πは円周率とする。

（ア）　点Bの応力度σB＝０になるための偏心距離e〔cｍ〕を求めよ。

（イ）　（ア）で求めた偏心距離eのときの点Aの応力度σA〔ｋN/ｍ２〕を求めよ。た

だし、円周率πは3.14とする。

（２）　下の図のように、等分布荷重wが作用している両端固定ばりを解き、せん断

力図及び曲げモーメント図を描け。ただし、はりの曲げ剛性 E I は一定とする。
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【Ⅰ】－小問３　　【Ⅱ】－小問３
　　小問３は、【Ⅰ】と【Ⅱ】で同一で、必須解答です。　

　　（１）と（２）の両方に解答しない場合、採点されないことがあります。

　東京では、道路や橋梁、港湾施設など、高度経済成長期に一斉に整備されたインフ

ラの多くが更新時期を迎えており、経済活動を支える都市インフラが24時間機能し続

けるため、重大な事故の発生を未然に防ぐ対策を講じることが求められている。この

ような状況を踏まえ、次の問いに答えよ。

（1）　L C C（ライフサイクルコスト）について説明せよ。

（２）　高度な都市機能を支えるインフラを健全に維持していくために、今後、行政

が取り組むべき課題を挙げ、課題に対する解決策について、土木技術者の視点

から、あなたの考えを論じよ。

� （（２）�は800字以上1,200字程度）
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